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Pl−82　 ヒ ト胎児心拍数変勦 の フ ラ ク タ ル 解析法 （RISA）の 開発 と DFA との 比較
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【目的】胎児心拍数変動 の 非定常時系列 データの フ ラ ク タル 次元 D を求め る た め に開発 した RISA と，こ の 分野で従来嗣い ら

れ て い る DFA を比較検討する．【方法】RISA は，（1）N 個 の 時系列 デ
ータ を n 点の box に分割する ．（2）box 毎に 平均 か らの

偏位 を積秘 した詩系粥 を作成し，こ の 時系列か らさらに b  x 毎 の 平均値を引い た薪時系列を作膿す る．（3｝ こ の薮時系列 の

RMS 　R （n ）を算出す る．以．ヒの 計算を n を変化 させ て 繰 り返す、（4）R （n ）の fractal　scaling 　exponent を R （n ） と n の 両

対数 グ ラ フ上 で の傾 き α と して算田す る．と い う手順 で 行う．一
方 DFA は （2）の 煎 に 時系列 デ

ー
タ の トレ ン ドを除去す る

点が異な る．2 つ の 異な る フ ラク シ ョ ナ ル ・ブ ラ ウ ン運動の シ ミ ュ レーシ ョ ン f
’一一タ を飃 い て，D を変化 させ た と きの 爾解析

法による α の 変化 の 比較を行 っ た．【成績】ラ ン ダ ム 中点変位法に よる比較で は，D ＞ L7 の領域で 両解析法に有意差 を認め た

が，高次 の フ ラ ク タ ル 変勁 は一様乱 数 データに よる 結 果 と異 な っ た，フ
ーリエ フ ィ ル タ リ ン グ 法に よる比 較 で は D 〈 L5，　D ＝

1．7，1．8，2，0，2．1，2．5 で 両解析法 に 膚意差を認め た が，低次の フ ラ ク タ ル 変動 は 直線 データ に よ る結果と異な っ た，また シ ミ ュ

レーシ ョ ン デ ータ の 精度 の 改良を行 っ た が 顕 著 な差 は 生 じなか o た．【紬論1RISAは低 次 の フ ラ ク タル 変動 に対 して DFA
よ りも解析精変が 高い ．データ作成法に よっ て は，欝定の フ ラ ク タル 次 元 の 領域 にお い て 正確 な シ ミ ュ レ

ーシ su ン デ
ー

タが 得

られ ない 場含が ある，DFA で はトレ ン ドを除去す る こ と に よ り，フ ラ ク タ ル変動に 関す る情報を破棄 してい る可能性 が あ る．
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【目的1我 々 が独自に 開発 した非定常時系列デ
ー

タ の フ ラ ク タ ル 次元を 求め る 解析法 RISA を用 い て，正常児 の 胎児心拍数変

動（FHRF ）の フ ラ ク タル 解析を行い ，妊娠週数に よる変化を比較する，【方法】妊娠 25週〜40週まで の M 常児（40例 ）の FHRF
データ か ら，目視に よ摯ノ イ ズ の 少ない 10分間データ を複数取り拠す．こ れ らを 4週 ご との 群にまと める．こ れ らの デ

ータ

を RISA を用い て解析 し，　 Rootmean　square 　R （n ） と box 　size　n の 両対数 グ ラフ を作成 し，　 R （n）の 絶対値 と回 帰モ デ ル に

よる R の 傾 き，即 ち Fractal　Scaiing　Exponenta を 比 較する ．なお ，妊婦か ら は あ らか じめ イ ン フ t 一ム ドコ ン セ ン トを得 た．
【成績1妊娠 32遍まで は active 期と rest三麦壌 期の 明確な区 剥は 生 じな か o た．33週 以 降 で は ac 亡lve期 と resting 期 との 匿剥 が

生 じ，R （n）は全て の 時間長 で 有 意に active の 方が restjng よ りも大 きか っ た．α の 値は active 期の 90秒付近で 変曲点を生

じ，resting 期で は，10秒付近で 変曲点を生 じた．また resting の t≧ 2  秒付近に おい て ま〆fゆ らぎが擶現した．【結謝 RISA
を 用い て 正常児の 週数 に よ る 時系列変化を明 らか に し た．FHRF の 高周波数成分 は ブ ラ ウ ン ノ イズ に 近い ．巾〜低周波数成分

は，（1）32週以 前で は 1，

if
ノ イ ズ に近 く，交感 神経系が作用 せ ず定常状 態 に あ る と考 え られ．（2）33 週以 降の active 期 で は ブ

ラ ウ ン ノ イ ズに近 く，交感神経系が作用 した蒜建常状態 に ある と考えられ る．こ れ らは驗退中疆の 発達を反駿して い る と考察

され る，

Pl−84　胎児不整脈症例 におけ る心等容性収縮期測定の 有用 性な らびに胎児心拍数 との 関連 に関す る研究
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網 約｝心 収縮能の 指標で あ る 等容性収縮期 （ICT ） を不 整脈合併胎据を対象 に 測 定 し，　 ICT と胎 児心 舶数の 閣連 な らび に不

整脈癨例 にお け る ICT 測定の 有 用性を検討した．【方法】像 親 か ら研 究 へ の 参 加 に 対す る 同 意 の 得 られ た 妊 娠 32− 40週の 胎

児頻賑合併例7 例を姆象と した、超音波ドプ ラ法を用 い て 得られ た 胎蒐心弁信号か らデ ジ タ ル フ d ル タ を用 い て 贈帽弁閉鎖

信号と大動脈弁開放信号を同定し，両信号問を ICT とし計測 した（29．O± 2．49msec：mean ± SD）．　 ICT 測定時の 胎児心拍数
胎児水腫の 有無も記録 した，D7 例か ら得 られ た ICT 値 と測 定時 の 胎 児心 拍数 との 関 連 を直 線阿帰 分 析 を用 い て検 討 した．
2）7 鯛 か ら得られ た全 データ を，1CT 測 定時の 胎児水腫 の 有無 に よ 蓼2群 に彎け．正 常範囲か ら逸脱する 頻慶を ガ検定 を用
い て 比 較検討 した．【成績】胎 児頻脈合併 胎児 7 例 か ら計 60 デ

ータが採取 で きた．7例 巾 3 例で 胎児頻脈 は 自然軽快 し た．残

りの 4 例 に は薬物治療 を 行な っ た．4例中 2例 に 認 め られて い た糖児水腫 は 頻脈 の 改善後 に消失した．1＞夏CT 測定時 に胎児

水腫を認め た デ
・一

タを除い た 51データで は，ICT と胎捲心拍数 との 問 に有意な相関 を 認め な か っ た （r ＝ ． 54）．2）ICT 測

定時 に胎児水腫を認め た データ群 は，胎児水腫を認め な か っ た データ群 に比 べ 有意 に ICT値が逸脱 して い る頻度が 高か っ た

（p 〈 0劔 ）．【結謝 憩 丁 は心拍数 に 依存 しない 指標で ある と と もに ，胎児頻賑症例 に おい て も心機能不 全の 邇出 に有用な詣標

で ある．
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